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世
界
遺
産
登
録
推
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

愚

産
業
遺
産
見
学
会

見
学
地
…
本
山
製
錬
所（
古
河
機
械
金
属

株
式
会
社
足
尾
事
業
所
）

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
一
環
と
し
て
開
催
し

た
産
業
遺
産
見
学
会
に
は
、
市
内
外
か
ら

　
名
が
参
加
し
、
所
有
者
で
あ
る
古
河
機

６０械
金
属
の
協
力
の
下
、
本
山
製
錬
所
を
見

学
し
ま
し
た
。

　
本
山
製
錬
所
は
、
銅
産
出
量
の
増
加
に

対
応
す
る
た
め
、
明
治
　
年
に
直
利
橋
製

１７

錬
分
工
場
と
し
て
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
当

時
の
先
端
技
術
が
導
入
さ
れ
、
生
産
量
が

飛
躍
的
に
増
加
し
ま
し
た
が
、
同
時
に
亜

　
９
月
号
で
は
、
世
界
遺
産
登
録
推
進
検
討
委
員
会
の
開
催
結
果

と
、
足
尾
銅
山
の
価
値
証
明
を
図
る
事
業
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
昨
年
　
月
に
開
催
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
、
平
成
　

１０

２３

年
度
の
世
界
遺
産
登
録
推
進
事
業
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
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め
の
さ
ま
ざ
ま
な
技
術
改
良
が
続
け
ら
れ
、

昭
和
　
年
に
オ
ー
ト
ク
ン
プ
社（
フ
ィ
ン

３１

ラ
ン
ド
）の
自
溶
製
錬
法
を
導
入
後
、
独

自
の
改
良
を
行
っ
て
公
害
防
除
技
術
が
確

立
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
　４０

年
代
以
降
、
古
河
式
自
溶
製
錬
法
と
し
て
、

国
内
は
も
と
よ
り
海
外
の
製
錬
所
に
も
導

入
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
　
年
に
は
事
実
上

６３

の
操
業
が
停
止
さ
れ
ま
し
た
が
、
現
在
も

関
係
者
以
外
は
立
ち
入
る
こ
と
が
で
き
な

い
鉱
山
施
設
で
す
。

　
今
回
、
初
と
な
る
特
別
公
開
で
は
、
多

く
の
申
込
み
・
問
合
せ
を
い
た
だ
き
、
参

加
者
に
も
非
常
に
好
評
で
し
た
。
古
河
機

械
金
属
で
は
、
平
成
　
年
度
は
２
回
程
度

２４

の
特
別
公
開
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

愚

基
調
講
演

講
師
…
 岡
  田
 

お
か
 
だ

 昌
  彰
 氏（
近
畿
大
学
理
工
学

ま
さ
 あ
き

部
社
会
環
境
工
学
科
准
教
授
）

演
題
…
産
業
遺
産
の
利
活
用
～
世
界
の
事

例
と
足
尾
の
可
能
性
～

講
演
の
内
容
…
産
業
空
間
に
は
、
鉄
道
ア

ク
セ
ス
な
ど
最
初
か
ら
組
み
込
ま
れ
た
ア

本山製錬所見学の様本山製錬所見学の様子子

硫
酸
ガ
ス

の
発
生
に

よ
る
煙
害

問
題
も
発

生
し
ま
し

た
。
そ
の

後
、
煙
害

克
服
の
た

２０１２年３月号９

永
井
護
氏（
市
検
討
委
員
会
副
委
員
長
）

　
市
は
、
産
業
遺
産
の
活
用
策
も
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
保
存
す
る
立
場
と
、

観
光
や
学
習
と
し
て
見
る
立
場
の
視
点
を

取
り
入
れ
、
他
地
域
の
遺
産
と
の
広
域
的

な
連
携
を
図
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。
足

尾
の
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
上
で
、
産
業

遺
産
の
活
用
は
重
要
。

平
成
　
年
度
世
界
遺
産
登
録
推

２３

進
事
業
の
概
要

　
市
で
は
、
足
尾
銅
山
の
世
界
遺
産
登
録

を
目
指
し
、
課
題
と
さ
れ
る
産
業
遺
産
の

文
化
財
指
定
と
、
足
尾
銅
山
の
世
界
史

的
・
国
際
的
観
点
か
ら
の
価
値
証
明
を
図

る
取
り
組
み
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

　
文
化
財
指
定
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
足
尾

銅
山
跡
と
し
て
２
件
の
国
史
跡
指
定
を
受

け
ま
し
た
。
現
在
は
、
足
尾
銅
山
の
中
核

施
設
で
あ
っ
た
製
錬
所
や
選
鉱
所
な
ど
の

保
存
活
用
の
た
め
、
史
跡
の
追
加
指
定
に

向
け
て
調
査
、
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
文
化
財
指
定
を
受
け
た
産
業
遺
産

の
保
存
・
活
用
で
は
、
昨
年
　
月
、
所
有

１０

者
で
あ
る
古
河
機
械
金
属
の
協
力
に
よ
り
、

県
指
定
文
化
財
「
旧
古
河
鉱
業
会
社
足
尾

銅
山
掛
水
重
役
役
宅
」
の
一
般
公
開
が
始

ま
り
ま
し
た
。

　
世
界
史
的
・
国
際
的
観
点
か
ら
の
価
値

証
明
で
は
、
足
尾
銅
山
が
国
内
を
代
表
す

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
実
践
さ
れ
て
い
る
。
産

業
遺
産
と
ア
ー
ト
は
う
ま
く
マ
ッ
チ
す
る
。

足
尾
銅
山
の
産
業
遺
産
活
用
の
ポ
イ
ン
ト

は
、
わ
た
ら
せ
渓
谷
鐵
道
に
よ
る
産
業
と

鉱
業
の
ア
ピ
ー
ル
と
、
日
光
地
域
と
の
近

接
性
の
活
用
で
は
な
い
か
。

 牧
  野
  博
  明
 氏（
財
団
法
人
日
本
交
通
公

ま
き
 
の
 
ひ
ろ
 あ
き

社
企
画
課
長
・
主
任
研
究
員
）

　
　
数
年
前
か
ら
、
産
業
遺
産
を
地
域
活

２０
性
化
に
活
用
す
る
た
め
の
研
究
に
取
り
組

ん
で
い
る
が
、
地
域
や
種
類
、
立
地
な
ど

の
違
い
か
ら
明
確
な
手
法
は
な
い
。
そ
の

中
で
足
尾
銅
山
の
活
用
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

 古
  河
  市
  兵
  衛
 の
人
脈
を
使
っ
た
他
の
鉱
山

ふ
る
 か
わ
 い
ち
 
べ
 
え

と
の
広
域
連
携
、
観
光
要
素
の
多
い
日
光

市
へ
の
３
～
４
日
の
滞
在
の
中
に
、
足
尾

へ
の
小
旅
行
を
取
り
入
れ
る
こ
と
な
ど
が

考
え
ら
れ
る
。

 山
  田
  功
 氏（
足
尾
ま
る
ご
と
井
戸
端
会

や
ま
 だ
 
い
さ
お

議
代
表
）

　
銅
山
と
と
も
に
栄
え
た
足
尾
の
文
化
や

歴
史
を
次
世
代
に
伝
え
る
た
め
、
産
業
遺

産
の
観
光
ガ
イ
ド
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
ま
た
案
内
看
板
の
作
成
や
イ
ベ
ン
ト
、

観
光
ツ
ア
ー
の
企
画
に
も
携
わ
っ
て
い
る
。

昭
和
　
年
に
足
尾
銅
山
が
閉
山
と
な
り
、

４８

今
や
銅
山
の
稼
動
時
代
を
知
る
人
も
少
な

く
な
っ
て
き
た
。
産
業
の
近
代
化
や
公
害

の
歴
史
と
い
っ
た
事
実
を
聞
き
伝
え
な
が

ら
、
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

り
、
人
々
の
関
心
を
高
め
る
こ
と
に
な
る
。

足
尾
に
は
そ
の
可
能
性
が
あ
り
、
新
た
な

ス
ト
ー
リ
ー
に
よ
る
価
値
づ
け
が
必
要
。

愚

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
市
検
討
委
員
会
副
委
員
長
の
 永
  井
  
護
 

な
が
 
い
 
ま
も
る

氏
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
す
る
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

テ
ー
マ
…
産
業
遺
産
の
保
存
・
活
用
と
地

域
づ
く
り

岡
田
昌
彰
氏
（
近
畿
大
学
理
工
学
部
社

会
環
境
工
学
科
准
教
授
）

　
見
慣
れ
た
産
業
遺
産
も
ア
ー
ト
を
取
り

入
れ
、
場
の
活
性
化
を
図
れ
ば
見
方
が
変

わ
る
。
ド
イ
ツ
の
ル
ー
ル
地
方
や
、
ア
メ

リ
カ
の
シ
ア
ト
ル
な
ど
で
は
既
に
取
り
入

れ
ら
れ
て
い
る
。
国
内
で
も
名
古
屋
の
中

川
運
河
で
は
、
キ
ャ
ナ
ル
ア
ー
ト
プ
ロ

る
鉱
山
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
た
め
、

大
学
と
の
共
同
研
究
事
業
と
し
て
、
明
治

期
か
ら
の
足
尾
銅
山
の
保
存
史
料
調
査
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
発
見
し
た

史
料
を
所
有
者
の
了
承
の
も
と
、
足
尾
銅

山
の
解
説
資
料
と
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
中
で
昨
年
　
月
に
、
日
本
の
産
業

１１

安
全
運
動
の
始
ま
り
と
さ
れ
る
「
 安
  全
  專
 

あ
ん
 ぜ
ん
 せ
ん

 一
 」
の
冊
子
を
復
刻
し
ま
し
た
。
明
治
後

い
ち期

、
古
河
鉱
業
技
師
の
 小
  田
  川
  全
  之
 は
、

お
 
だ
 が
わ
 ま
さ
 ゆ
き

銅
製
錬
技
術
の
調
査
で
ア
メ
リ
カ
を
訪
れ

た
際
、
当
時
提
唱
さ
れ
て
い
た
「
セ
ー
フ

テ
ィ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
」
運
動
に
感
銘
を
受

け
ま
し
た
。
帰
国
後
、
足
尾
鉱
業
所
長
に

な
っ
た
小
田
川
は
、
大
正
元
年
に
「
安
全

專
一
」
と
訳
し
た
看
板
を
坑
内
な
ど
に
掲

げ
、
従
業
員
の
安
全
運
動
に
取
り
組
み
ま

し
た
。
そ
し
て
大
正
４
年
に
は
冊
子
を
作

成
し
、
全
従
業
員
に
配
布
し
た
の
で
す
。

　
な
お
「
安
全
專
一
」
の
復
刻
版
は
、
専

用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
足
尾
銅
山
の
世
界
遺

産
登
録
を
め
ざ
し
て
（h

ttp
://n
ik
k
o
-a
sh
i

o
.jp
/

）
」
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
今
後
も
産
業
遺
産
の
文
化
財

指
定
と
足
尾
銅
山
の
価
値
証
明
を
図
る
取

り
組
み
を
続
け
、
足
尾
銅
山
の
世
界
遺
産

登
録
事
業
を
さ
ら
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

く
わ
し
く
は

生
涯
学
習
課
　世
界
遺
産
登
録
推
進
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
緯（
　
）５
１
８
２

２１

本山製錬所見学の様子

メ
ニ
テ
ィ（
社
会
環
境
）

が
あ
り
、
普
遍
的
な
性

格
を
持
っ
て
い
る
。
欧

米
で
は
、
そ
れ
ら
を
生

か
し
た
産
業
遺
産
の
活

用
事
例
が
多
く
あ
り
、

国
内
で
も
川
崎
な
ど
で
、

工
場
夜
景
を
生
か
し
た

取
り
組
み
が
行
わ
れ
て

い
る
。
工
場
跡
な
ど
見

慣
れ
た
景
色
で
も
、
デ

ザ
イ
ン
す
る
こ
と
に
よ

り
 視
  座
 （見
方
）が
変
わ

し
 
ざ

基調講基調講演演の様子の様子

鞄

鞄 鞄

鞄




